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工業高校の生徒の職業意識に関する研究

阿演茂樹 ･兼 良典

Student'sAwarenessoftheCareerinIndustrialHighSchool

ShigekiAHAMAandYbsinoriAZUMA

【概要】

専門高校での職業指導 ･進路指導に関して,体系的な指導と教育心理学的なアプロー

チによる教育実践学的研究が求められている｡そこで,本研究では,工業高校の生徒の

職業に対する意識と進路選択に対する自己効力,自己肯定意識を調査し,それらの関連

について検討を試みた｡その結果,就きたい職業の有無と進路選択に対する自己効力,

就きたい職業の有無と自己実現的態度に関連が見られることが明らかになった｡

【キーワー ド】 工業高校,職業意識,進路選択に対する自己効力尺度,自己肯定意識

尺度

1.はじめに

職業に直結した知識や技術を身につける段階

の生徒を対象とする工業高校における職業指導

は生徒の職業意識やキャリアに関する考え方な

ど様々な要素が絡み合い,高度な指導技術が求

められると考えられる｡しかし,工業高校をは

じめとした専門教育における職業指導は,指導

者の経験に頼る傾向があり,教育学的なアプ

ローチによる研究は数少ない｡その中で,浦上

(1993)は,進路選択に対する自己効力の尺度

作成を試み,職業価値観,同一性について調査

を行い,得られた結果を元にそれらの関連につ

いて帰納的に検討している｡また,大谷,久保

田 (2005)は,生徒の適応の指標として無気力

感を検討することを取り上げ,効力感,統制感

との関係について検討を行った｡ その結果,進

路選択自己効力感を高めることを目指した進路

指導の有効性を明らかにしている｡

本研究ではそれらの研究成果を踏まえ,工業

高校における生徒の職業に対するイメージと,

自己効力や自己肯定意織を調査し,それらの関

係について検討を試みた｡

2.研究方法

2-1日約

本研究では工業高校の生徒を対象として,就

きたい職業の有無,程度,職業に関する興味 ･

関心について実態を把握することを目的に調査

を行った｡さらに,進路選択に関する意識形成

の仕組みを探るために (浦上 1995)の ｢進路選

択に対する自己効力尺度｣,(平石 1990)の ｢自

己肯定意識尺度｣を用いて調査した｡｢自己肯定

意識尺度｣については下位要素である｢自己実現

的態度｣,｢自己閉鎖性･人間不信｣,｢自己表明･

対人的積極性｣,｢被評価意識･対人緊張｣を調査

した｡そして,それらが就きたい職業の有無等

とどのような関係にあるのかを考えた｡また,

学科ごとに比較し,学科ごとの特色についで分

析を行った｡

2-2対象者

富山県内の工業高校の2年生 196人｡デザイ

ン科20名 (男子 1名,女子 19名),工芸科20

平成 17年9月30日受理
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名 (男子3名,女子 17名),機械科40名 (男子

40名),電子機械科38名 (男子38名),電気科

40名 (男子37名,女子3名),建築科38名 (男

子 18名,女子20名)

2-3嗣査時期

2004年 11月

2-4嗣査用紙の内容

調査用紙は第一部 ｢高校生の職業意識｣,第二

部 ｢進路選択に対する自己効力｣,第三部 ｢自己

肯定意識｣の三部で構成した｡

<第一部>

第-部では高校生の職業意識を明らかにす

るため,就きたい職業はあるか,働く意欲はあ

るか,夢中になっているものや興味のあること

は何かということを質問した｡また,就きたい

職業をイメージできている生徒の特徴をつかむ

ために,興味をもっていることについて質問を

設定した｡

0.学科名,性別
1.将来つきたい職業はあるか (｢ある｣｢なん
となくある｣｢ない｣の3択)

2.①就きたい職業の名前及び理由

②就きたい職業に向いているか (5件法)

就きたい職業にどの程度就きたいのか (3件

法)

(2.は1.で ｢ある｣｢なんとなくある｣と答え

た人のみ)

3.①就きたい職業を見つけようとしているか

(2件法)

②見つけようとしていない理由 (3.は 1.で｢な

い｣と答えた人のみ)

4.今夢中になっているもの興味のあるもの (自

由記述)

5.中学や高校の進路指導に関して思うこと(自

由記述)

<第二部>

進路選択に対する自己効力尺度 (浦上 1995)

30項目

測定概念

｢自己効力｣は,ある行動が自分にうまくで

きるかという予期の認知されたものであり,行

動と直接的な関連をもつとされている｡進路選

択に対する自己効力の強い者は,進路選択行動

を活発に行い,努力をする｡一方,自己効力の

弱い者は,進路選択行動を避けたり,不十分な

活動に終始してしまうと考えられている｡自己

効力はどれくらい努力するか,困難に直面した

際にどれくらい耐えられるかを決定する｡また,

強い自己効力をもつ人は自分の能力をうまく活

かし,さらに努力するとされる｡

<第三部>

自己肯定意識尺度 (平石 1990)29項目

測定概念

自己肯定意識尺度は,対自己領域と対他者領

域に大きく二分され,それぞれが3つの下位成

分から成立している｡対自己領域の下位成分は

｢自己受容｣,｢自己実現的態度｣,｢充実感｣,対

他者領域の下位成分は｢自己閉鎖性･人間不信｣,

｢自己表明･対人的積極性｣,｢被評価意識 ･対人

緊張｣である｡

本研究では対自己領域の｢自己実現的態度｣,

対他者領域の｢自己閉鎖性 ･人間不信｣,｢自己表

明 ･対人的積極性｣,｢被評価意識 ･対人緊張｣

を使用した｡

3. 結果と考察

3-1全体の職業意織

3-1-1就きたい職業はあるか

全体の ｢就きたい職業はあるか｣の質問に対

する回答結果を表3-1-1に示す.

表 3-ト1 就きたい職業の有無

ある 42.7%
なんとなくある 32.3%
ない 25.0%

｢就きたい職業がある｣ と ｢就きたい職業が

なんとなくある｣で 75%という結果となった｡

この結果は,工業高校ということで,専門教科

を通して職業に関する指導が行われており,生
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徒にも職業観が身についているということを表

していると考えられる｡また,高校に入学する

時点で,具体的な職業に関するイメージがあっ

たということも考えられる｡

3-1-2就きたい職業は自分に向いているか

全体の｢就きたい職業は自分に向いているか｣

の質問に対する回答結果を表3-I-2に示す｡

表 3-1-2 就きたい職業は自分に向いている

か

向いている 13.0%
少し向いている 39.1%
どちらともいえない 37.9%
少し向いていない 6.5%
向いていない 3.6%

｢向いている｣と ｢少し向いている｣で半数

を超えた｡半数は ｢向いている｣ と答えている

が,半数は ｢向いている｣と考えていない｡こ

れは,実際にその職業について働いたことがな

く,自分では判断できないからではないかと推

察される｡高校生ということで,さまざまなこ

とに興味が湧き,本当に自分に合っているもの

なのか不安になっているものと思われる｡

3-1-3就きたい職業にどの軽度就きたいか

全体の｢就きたい職業にどの程度就きたいか｣

の質問に対する回答結果を表3-ト3に示す｡

表3-1-3 就きたい職業にどの程度就きたいか

必ず就きたい 23.7%

硬さ車い 46.2%
できれば就きたい 30.1%

｢必ず就きたい｣が約24%であるということ

は,就きたい職業はあるが,｢必ずその職業でな

いといけない｣と考えているわけではないとい

える｡｢必ず就きたい｣というのが少ないのは,

職業の多様化が原因と考えられる｡職業が多様

化した現在,様々な職種や働き方がある｡就き

たい職業に就けなくても,それに近い別の職業

でもいいという考え方になってきていると考え

られる｡加えて,調査時において就職難という

ことも ｢必ず就きたい｣が少ない原因だと考え

られる｡求人が減っているということは,新聞

やニュースで流れている｡したがって,｢就きた

い職業に就けないかもしれない｣,｢就きたい職

業に就けても適応できるかわからない｣などと

いった不安を感じているのではないかと考えら

れる｡したがって,自信を持って ｢必ず就きた

い｣とはいえないのではないかと考えられる｡

3-1-4就きたい職業をみつける意織

｢就きたい職業を見つけようとしているか｣

の回答結果を表3-ト4に示す｡

表3-ト4 就きたい職業をみつける意識

見つけようとしている 79.2%
見つけようとしていない 20.8%

｢就きたい職業を見つけようとしていない｣

と答えた生徒が 10人いる｡この,就きたい職業

を見つけようとしていない生徒の,見つけよう

としていない理由は ｢面倒くさい｣や ｢わから

ない｣ といったものである｡進路選択の時期に

おいて,就きたい職業を見つけようともしてい

ない生徒が少なからず存在することは,フリー

ターやニー トの増加という現状を示していると

考えられる｡

3-1-5自己肯定意織

全体の自己肯定意識をまとめて表 3-I-5に示

す｡

表3-ト5 自己肯定意識

己

自己肯定意識のうち,自己実現的態度の平均

値は,先行研究における高校生 (普通科)の平
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表3-2-1 ｢就きたい職業はあるか｣の回答結果 (学科別)

デザイン 工芸 機械 電子機械 電気 建

ある 80.0% 42.1% 31.6% 34.2% 35.9% 50.0%

なんとなくある 20.0% 26.3% 36.8% 34.2% 33.3% 34.2%
ない 0.0% 31.6% 31.6% 31.6% 30.8% 15.8%

表3-2-2 就きたい職業の具体例 (学科別)

デ酎 ン科 人数

イラストレーター 4
グラフィックデザ什 - 3
アキメーター 2
ゲ｢ムクリエーター 2■■■l■llllllllllllllllllllllllllllll■■l■lllllll■■llllllllllllllllllllllllllll
-その他 1

2電刊触虎科 人

数自動車整備士 3
プヒダチアー

2技師辞職
1設計･製作関係 1

プ臼グラム･回路関係
lIT関連
1航空整備士
1ウ土ブデ担〃一一 1= ______
二コ工業関係
1ゲ｣珊 ナ- 1■■l- ■■■■l
■その他 9 工芸科

人 数木工関係

1大工 1■■- ■■■l■■■■■■■■■■■■■■
インテリア系雑貨･家=尉吉の

店員 1サン才欄乾人 1
その他

13電気科

人 数電気工事士 10

電気関係 8

市電気店
1製造業
1コンビガー

ター自動車整備士 1

その他 12均値より

も高い値となっている｡これは,就きたい職業

があり,それに向かって前向きに生きていこうとしているため,自己実現的態

度の値が高くなったと考えられる｡逆に,

自己閉鎖性 ･人間不信の平均値は高校生 (普通

科)の平均値よりも低い値となっている｡これ

は,信頼できる友達,仲間がいるからだと考え

られる｡また,自己表明･対人積極性および被

評価意識 ･対人緊張の値は高校生 (普通科)の

平均値よりも低い値となっている｡このことは

,普通科の高校生よりも他人に対して自己を表

現したり,評価されるという場面で他人に対す

る緊張が少ないことを示していると考えられる

｡これは,各学科の専門教科で,ものづくりな

どの実習を通して,自己の表現スキルが身につき,評価されるのに慣れてきているの 機械科 人

数整備士
7製造業
6自動車関係
2モータースボ⊥ツ関係
1工業関係
1専門技術関係 1

その他 1

1建築科
人数建築士
6建築関係 4

インテリアコ-ディネ｢ダー
2大工

1設計事務所

1模型胡財巨する仕事 1インテリアデ㌍ノロー､- 1-■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■l■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■llll■■■■■
その他

28ではないかと思わ

れる｡3-2学科別に見る聴業意織3-2

-1就きたい職業はあるか (学科別)｢就き

たい職業はあるか｣の回答結果を学科別に表 3-2-1に,具体例をま

とめたものを表3-2-2に示す｡デザ

イン科や建築科の ｢就きたい職業がある｣の値

が高いのは,デザイン科や建築科は他の学科より

も専門的であるからだと考えられる｡デザインや

建築はセンスが問われるものであり,｢行きたい高

校がないから｣,｢学力が足りないから｣と

いう理由で,デザイン科や建築科を選ぶという

ことは少ないと考えられる｡したがって,入学

の時点でデザインや建築に惹かれて入る人が多

かったと思われる｡入学の時点である程度就きた
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表3-2-3 就きたい職業は自分に向いているか(学科別)

デザイン 工芸 機械 電子機械 電気 建
向いている 3.8% 6.3% 15.4% 21.7% 18.2% 11.1%

少し向いている 46.2% 43.8% 53.8% 47.8% 30.3% 26.7%

どちらともいえない 42.3% 50.0% 23.1% 26.1% 36.4% 46.7%

少し向いていない 3.8% 0.0% 7.7% 4.3% 12.1% 6.7%

向いていない 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 3.0% 8.9%

表 3-2-4 就きたい職業にどの程度就きたいかく学科別)

デザイン 工芸 機械 電子機械 電気 建築

必ず就きたい 23.1% 50.0% 28.0% 15.0% 23.3% 18.6%

就きたい 50.0% 41.7% 36.0% 55.0% 46.7% 46.5%

できれば就きたい 26.9% 8.3% 36.0% 30.0% 30.0% 34.9%

表3-2-5 進路選択に対する自己効力(学科別)

デザイン 工芸 機械 電子機械 電気 建築

自己効力 95.21 91.76 93.38 92.08 95.17 92.72

表3-2-6 自己肯定意識(学科別)

自己肯定意識尺度
平均値

デザイン 工芸 機械 電子機械 電気 建築

対自己領域 自己実現的態度 26.25 20.78 22.51 22.84 22.08 22.08

自己閉鎖性･人間不信 18.45 19.61 19.74 17.40 17.34 19.69

対他者領域 自己表明･対人的積極性 21.90 21.82 21.14 20.78 21.41 20.43

被評価意識･対人緊張 18.95 21.26 19.66 20.25 20.51 20.87

れる｡

また,具体的に就きたい職業を学科ごとに見

ると,工芸科を除く5つの学科で,学科に関係

する職業が多くみられた｡これは,職業との関

連が強い工業高校の特徴であると考えられる｡

各科とも特定の職業に就くための知識や技術を

習得することを目的に入学している生徒が多く,

さらに専門教科で,職業に関する勉強に力を入

れていたのだと考えられる｡

312･2就きたい職業は自分に向いているか

｢就きたい職業は自分に向いているか｣の回

答結果を表3-2-3に示す｡

｢向いている｣ と答えた人の割合が一番高

かったのは電子機械科で,｢少し向いている｣と

あわせると約 70% であった｡｢どちらともいえ

ない｣がデザイン科,工芸科,建築科で高くなっ

ている｡これらの学科はセンスが問われる学習

内容が多く,｢向いている｣か ｢向いていない｣

という自己評価をしにくいものと思われる｡

3-2-3就きたい職業にどの程度就きたいのか

｢就きたい職業にどの程度就きたいか｣の回

答結果を学科別に表3-2-4に示す｡

｢必ず就きたい｣と答えた割合が一番高かっ

たのは工芸科である｡しかし,工芸科を除く 5
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興味あり

興味なし

興味あり

興味なし

0% 20% 40% 60% 80% 100% ■ある日なんとなくあるt

Dない図3-3-1 就きたい職業はあ

るか (興味の有無)}向

いているロ少し向い

ている●どち

らともいえない□少し向いていない■向

いていない0% 50%

100%図3-3-2就きたい職業は

自分に向いているか (興味の有無)つの学科であまり差が見ら

れない｡どの学科も｢必ず就きたい｣

がそれほど高くない｡これは,各学科で就きたい職業は異なって

いるが,どの分野の職業も先が見えず,不安に

感じていると考えられる｡3-2-4進路選

択に対する自己効力進路選択に対する自己効

力を学科別に表3-2-5に示す｡各学科とも高い値が得られた｡特に

,デザイン科の値が高く

なっているのは,デザイン科の生徒は ｢就きたい職業がある｣と答

えた生徒の割合が高く,進路選択に対して前向

きに考えているからだと指摘できる｡3-2-5自己肯定意織 自己肯定意識を学科別にま

とめたものを表3-2-6に示す｡自己実

現的態度の平均値はデザイン科の値が高くなっている｡これは

,デザイン科の生徒は｢就きたい職業がある｣

と答えた生徒の割合が高く,就きたい職業があ

り,目標がはっきりしているため自己実現的態

度の値が高くなったと考えられる｡自己表

明 ･対人的積極性の平均値はデザイン科と工芸

科の値がやや高い｡これはデザイン科や工芸科は
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興味あり

興味なし

■必ず就きた

い臼就きたい4で

きれば就きたい0% 20% 40% 60% 80

% loo‰図3-3-3 就きたい職業にどの程度就きたいか

く興味の有無)表3-3-4 自己肯定意識

(興味の有無)興味

あり 興味なし***:

p<0.001のではないかと思われる｡

被評価意識･対人緊張の平均値

はデザイン科の値が低くなっている｡これは,

授業で作品を作り評価されるのに慣れていると

いうのもあるが,デザイン科は特にコンクール

なども多く,評価されることが他の学科よりも

多いからではないかと考えられる｡また,自

己表現のところでも指摘したように,自分を表

現することに自信があるので,評価されることにつ

いて抵抗感が少ないと考えられる｡3-3興

味の有無に見る職業意蝕3-3-1就きたい職

業はあるか｢就きたい職業はあるか｣の回答

結果を ｢今夢中に

なっているもの,興味があること｣を持ってい

るか持っていないかに分けてグラフにしたもの

を図3-3-1に示す｡｢興味あり｣の方が

｢就きたい職業がある｣と答えた割合が高い｡

これは,｢興味あり｣の方がその興味と関

連付けて,就きたい職業を選択しているためだと考えられる｡趣味があること や,何かに興味があ

る
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と関連付けて就きたい職業を選んでおり,自分

の好きなことを仕事として,生きて行きたいと

考えているものと思われる｡

3-3-4進路選択に対する自己効力

進路選択に対する自己効力は ｢興味あり｣が

94.34で,｢興味なし｣が90.58であった｡｢興味

あり｣と ｢興味なし｣の進路選択に対する自己

効力の平均の差についてt検定をもちいて検討

した結果,有意傾向が見られた｡

興味があることにより,それと関連付けて就

きたい職業を選択できるので,進路選択に対し

て積極的に取り組めると考えられる｡

3-3-5自己肯定意織

自己肯定意識を ｢今夢中になっているもの,

興味があること｣を持っているか持っていない

かに分けてまとめたものを表3-3-4に示す｡

自己実現的態度の平均は｢興味あり｣が23.52

で,｢興味なし｣が19.85であった｡｢興味あり｣

と ｢興味なし｣の自己実現的態度の平均の差に

ついてt検定をもちいて検討した結果,0.1%水

準で有意な差が見られた｡｢興味がある｣という

ことは自分のやりたいことがあるということに

つながり,その姿勢が自己実現的態度を高めて

いると考えられる｡

自己閉鎖性 ･人間不信の平均は ｢興味あり｣

が18.49で,｢興味なし｣が 19.00であった｡｢興

味あり｣と ｢興味なし｣の自己閉鎖性 ･人間不

信の平均の差についてt検定をもちいて検討し

た結果,有意な差は見られなかった｡

自己表明･対人的積極性の平均は｢興味あり｣

が21.33で,｢興味なし｣が20.50であった｡｢興

味あり｣と ｢興味なし｣の自己表明･対人的積

極性の平均の差についてt検定をもちいて検討

した結果,有意な差は見られなかった｡

被評価意識 ･対人緊張の平均は ｢興味あり｣

が20.48で,｢興味なし｣が19.67であった｡｢興

味あり｣と ｢興味なし｣の被評価意織 ･対人緊

張の平均の差についてt検定をもちいて検討し

た結果,有意な差は見られなかった｡

4. まとめ

本研究は,工業高校における職業指導 ･進路

指導を効果的に行うために,生徒の職業に対す

る意識と進路選択に対する自己効力,自己肯定

意識について実態調査を行い,それらの関連に

ついて検討を行った｡その結果,就きたい職業

の有無と進路選択に対する自己効力,就きたい

職業の有無と自己実現的態度に関連が見られる

ことが明らかになった｡今後の職業指導 ･進路

指導として自己実現的態度や自己効力の面から

アプローチしていくことが求められると考えら

れる｡
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